
 

県作成の小学校外国語教育の「平成３０年度年間指導計画例」及び 

「活動計画例」について 

 

１ 県作成の小学校外国語教育の「平成 30 年度年間指導計画例」及び「活動計画例」の取 

扱いについて 

 平成 30 年度からの移行期間において、中学年においては 15 時間以上、高学年におい 

ては 50 時間以上の外国語活動を実施します。高学年においては、教科の学習内容を加え、 

外国語活動として実施することになります。 

 そのため、国は、移行期間において最低限取り扱う学習内容を別紙３（データ配布済 

29 教義第 4071 号）のように例示しました。別紙３においては、移行期間において中学年

の 15 時間実施及び高学年の 50 時間実施の際に取り扱う教材や単元、配当時数等を例示

していますが、中学年の 35 時間実施及び高学年の 70 時間実施にそのまま対応するもの

ではありません。また、取り扱う単元の中には配当時数に増減があるものもあります。 

 そこで、移行期間における中学年の 15 時間又は 35 時間の実施、高学年の 50 時間又は

70 時間の実施のいずれにも対応させて教育指導計画の作成ができるよう、国の示す学習

内容例（別紙３）に基づき、県において年間指導計画例及び活動計画例を参考として作成

しました。 

ただし、県作成の年間指導計画例及び活動計画例は、国から指導案例（全単元分）及び

新教材のデジタルデータが示されていない時点で新教材「We Can！」の指導編を参考に作

成しているため、活用の際は、今後示される指導案例を参考にしたり、各学校の外国語活

動実施状況や児童の実態等に応じて工夫を加えたりして使用してください。 

なお、第３学年については、県作成のものはありません。別紙３において、年間 15 時

間実施の場合の単元が示されており、各単元内の時数には増減がなくそのまま行うこと

ができます。そのため、今後、国から示される指導案例をもとに実施することが可能です。 

 

２ 県作成の小学校外国語教育の「平成 30 年度年間指導計画例」の見方について 

 【第４学年】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

年間 35 時間実施の場合の時数例 

年間 15 時間実施の場合の時数例 

時数に色が塗られているところは、県作成の活動計画例があります。 

色が塗られていない場合は、国が作成する指導案例の時数と一致してい

るため、国が作成する指導案例を使用することが可能です。 

４年生の３５時間実施に対応するため、単元を

挿入していることを表しています。 

別紙１ 



 

 

【第５学年及び第６学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 県作成小学校外国語教育の「平成 30 年度活動計画例」の見方について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間 70 時間実施の場合の時数例 

年間 50 時間実施の場合の時数例 

時数に色が塗られているところは、県作成の活動計画例があります。 

色が塗られていない場合は、国が作成する指導案例の時数と一致してい

るため、国の指導案例を使用することが可能です。     

国の指導案例を使用する際は、現行の外国語活動の目標で行うことが必

要です。（移行期間は外国語活動として実施します。） 

例：第４学年 年間計画例の単元番号８「ほしいものは何かな？」 

 

年間実施時

数に対応して

います。 

県作成の年間指導

計画例における単

元番号です。 

【活動の取扱いについて】 

時間配分や児童の実態等から、

「Let’s  Listen」「Let’s Watch 

and Think」などは、部分的に取り扱

うことも考えられます。また、

「Let’s Chant」「Let’s Sing」な

どは、語彙を変えたり歌い方などを

アレンジしたりして、継続して取り

入れていくことも可能です。  



 

 

４ 使用教材について 

  文部科学省から示された移行期間における学習内容例（別紙３）を見ると、移行期間に

おいては新教材を使用すると共に、これまでにも使用してきた教材や下学年の教材を使

用しなければならない学年もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移行期間における教材の配布については、本年度末に、中学年においては「Let’s  

Try!」高学年においては、「We Can!」及び「Hi, friends!」が希望された学校に配布され

る予定です。（希望調査は８月に実施済み）(年度末の冊子配布は、該当学年分冊子の配布

予定) 

しかし、下学年の教材を使用する場合は、文部科学省のＨＰからデータをダウンロード

して使用することになります。現在、ダウンロードサイトで、新教材の児童用及び指導編、

デジタル教材のダウンロードが可能です。（通知済 29 教義第 5720 号） 

※ サイト利用可能期間は、平成 29 年 9 月 15 日（金）～平成 30 年 3 月 31 日（土）まで 

となっています。早めに各学校でダウンロードをし、移行期に活用できるようにして

ください。 

  また、教師用指導編については、初年度のみの配布となります。そのため、２年目以降

は初年度に配布されたものを使用することとなります。各学校で保管をしてください。 

さらに、中学年の絵本【図１参照】を使用する場合、既に各学校に 1冊ずつ配布された

もので対応することとなります。これらも各学校において保管してください。 

 

 

【表１：移行期間における学習内容例で使用する教材について】 

平成３ ０ 年度 平成３ １ 年度 平成３ ２ 年度

第３ 学年 新教材３ 年「 Let’s Try!  
①」

新教材３ 年「 Let’s Try!
①」

新教材３ 年「 Let’s Try！
①」

第４ 学年 新教材４ 年「 Let’s 
Try！」 ②
新教材３ 年「 Let’s 
Try！」 ①

新教材４ 年
「 Let’s Try！②」

新教材４ 年「 Let’s Try！
②」

第５ 学年 Hi, friends!  ①
新教材５ 年「 W e Can！
①」
新教材４ 年「 Let’s 
Try！」 ②

Hi, friends!  ①
新教材５ 年「 W e Can！
①」
新教材４ 年「 Let’s 
Try！」 ②

教科書

第６ 学年 Hi, friends!  ②
新教材６ 年「 W e Can！
②」
新教材５ 年「 W e Can！
①」

Hi, friends!  ②
新教材６ 年「 W e Can！
②」

教科書



 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ その他  

  県作成の年間指導計画例及び活動計画例は、平成 30 年度用として作成しています。平

成 31 年度分については、国から示された「移行期における学習内容例 Ｈ31 年」をもと

に作成することで、学習内容の重なりや落ちがないようにすることが必要です。 

 

 

【図１：第３学年用絵本（左）第４学年用絵本（右）】 


